
第３回カラフルフォトリンピック
パートナー企業様向け資料

高校生と障害児が社会を動かすダイバーシティ写真コンテスト

一般社団法人カラフルフォトリンピック
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カラフルフォトリンピックとは

カラフルフォトリンピックとは、

写真好きな高校生が障害のあるキッズモデル（カラフルモデル）を撮影する、

ダイバーシティ教育を目的とした写真コンテストです。
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【主催】

東京工芸大学

一般社団法人カラフルフォトリンピック



法人名

所在地

電話番号

設立

活動

理事

一般社団法人カラフルフォトリンピック

〒135-0045 東京都江東区古石場3-11-17

080-6078-8787

2025年4月

カラフルフォトリンピックの企画、運営、作品展開催

略歴 2024年 4月 カラフルフォトリンピック立ち上げ

8月 第１回カラフルフォトリンピック 撮影会開催

12月 第１回カラフルフォトリンピック 授賞式・作品展開催

2025年 4月 法人設立

8月 第２回カラフルフォトリンピック 撮影会開催

12月 第２回カラフルフォトリンピック 授賞式・作品展開催

当法人について

代表理事 内木 美樹（株式会社華ひらく 代表取締役）

理事 上田 耕一郎（東京工芸大学芸術学部写真学科教授）

理事 勝倉 崚太 （東京工芸大学芸術学部写真学科教授）

理事 福島 治（東京工芸大学名誉教授）
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はじめまして。（一社）カラフルフォトリンピック代表の内木美樹と申します。

私は、重い障害のある長男（12）の母として、日々の生活の中で「障害があっても堂々と生きられる社会をつくりたい」という

思いを強くしてきました。この思いを形にするため、2021年に障害のある子どもたちのモデル活動「カラフルモデル」を立ち

上げ、2024年からは東京工芸大学と協働し、高校生がカラフルモデルを撮影するダイバーシティ写真コンテスト『カラフル

フォトリンピック』を開始しました。

障害児の親として歩む中で、私は二つの大きな気づきを得ました。一つ目は、障害のある子どもたちから学べることは非常に多

いということです。彼らのペースや方法に合わせればコミュニケーションは必ず成立し、丁寧に伝えれば互いに理解し合える。

この「相手に合わせる姿勢」は、障害の有無を超えて、どんな人間関係でも本質的に大切な力です。

二つ目は、障害者と健常者の接点が驚くほど少ないという現実です。学校も職場も分かれ、日常生活で出会う機会はほとんどあ

りません。どれほど学びや可能性があっても、そもそも出会わなければ理解は決して生まれない。この「断絶」こそが、偏見や

先入観を生む土壌になっています。

だからこそ私たちは、支援学級がなくなり、障害児との接点が一気に減る高校

生年代に「出会い」と「学び」の機会を届けたいと強く思いました。障害のあ

る子どもたちの魅力や、人としての強さに触れ、自分の価値観が揺さぶられる

ような体験をつくること。それこそが、先入観を減らし、誰もが生きやすい社

会をつくる最初の一歩だと確信しています。

カラフルフォトリンピック立ち上げへの想い
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高校以降に失われる「多様性との接点」

解決したい３つの社会問題

中学校までは支援学級のある学校が多く、日常的に障害のある同年代と関わる

機会があります。しかし高校進学を境に、「普通校」と「特別支援学校」に分

離され、校内には似た学力・価値観・家庭環境の生徒だけが集まるようになり

ます。その結果、ちがいのある人と実際に関わりながら多様性を学ぶ機会が、

高校以降ほぼ失われているのが現状です。

障害児者に「活躍の場」がない現状

障害のある人と直接関わることで、価値観が広がり、アンコンシャスバイアス

に気づくなど、多くの学びが得られます。しかし日本では、障害のある人との

接点自体が非常に少ないため、「障害がある＝何もできない」という誤った認

識が、知らないがゆえに広がっています。その結果、本来は社会の中で役割を

果たせる人たちが、活躍する場を持てていないという課題が生まれています。

分離が続く社会構造

内閣府「令和７年版 障害者白書」によると、日本の障害者数は約1,200万人と

され、15年前と比べ約1.5倍に増加しています。国連からは、障害のある人を

隔離せず、地域社会で共に生きる仕組みづくりについて繰り返し勧告を受けて

います。しかし現実には、特別支援学校やグループホームの建設に対し、地域

住民から反対の声が上がることも少なくありません。障害のある人と共に生き

る経験の不足が、社会の分離を固定化させています。
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ふれあい、コミュニケーションを
通じた実践的な学び

× 同質的な集団
〇 ちがいの受容

解決策：カラフルフォトリンピック

１

２ ２

３ ４

× できない存在
〇 気づきを与える存在

やさしい人材の育成 新たな価値の確立

多様性やインクルーシブに
理解ある社会の実現

企業ブランドの向上、
社会貢献を社内・社外にPR
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ミッション①（高校生） ：やさしい人材の育成

②（障害児者）：新たな価値の確立

③（社会） ：多様性やインクルーシブに理解ある社会の実現



企画会議開始３月

パートナー企業募集開始４月

高校生カメラマン募集開始５月

障害児キッズモデル募集開始６月

撮影会８月

応募作品（写真・作文）受付締め切り９月

審査会10月

授賞作品発表
東京工芸大学にて作品展

11月

授賞式・セレモニー12月

イオンモール東久留米（東京）、ニューコースト新浦安（千葉）、
カメイドクロック（東京）にて作品展

1月

ボーノ相模大野（神奈川）にて作品展2月

カラフルフォトリンピックの年間スケジュール（第２回大会の場合）
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第２回開催の実績

高校生
カメラマン

障害児

協賛企業

協賛金

メディア掲載

作品展

13人

10人

12社

310万円

0回

2回

+7人

+2人

-2社

-105万円

+4回

+2回

20人

12人

10社

205万円

4回

4回

東京新聞（3回）

フジテレビ（Live Newsイット！）
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カラフルフォトリンピックのロゴの使用

当コンテスト印刷物に貴社名掲載

当コンテスト公式ホームページと、授賞式・セレモニー・作品展で

展示されるパネルに御社名とロゴ（超特大）掲載

御社名受賞作品に加え、入賞作品の中から最大２点、主催者から

提供された撮影会の様子の写真を、「広報」と「広告」として

1 年間起用

貴社名のついた賞を新設（審査会で作品を選んでいただきます）

カラフルモデル１名までを最長１年間無料で起用（撮影は１回）

障害児から学ぶダイバーシティ・コミュニケーション研修（90分）

※ 撮影にかかるモデルや保護者の交通費、宿泊費は別途かかります。

※ 広告としてご利用可能なお写真は各企業でお選びいただけますが、撮影者である高校生から承諾を得た作品に限ります。

※ ダイバーシティ・コミュニケーション研修にご受講いただける最大人数は20名様までです。

パートナープラン①

1
2
3

4

5
6
7
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カラフルフォトリンピックのロゴの使用

当コンテスト印刷物に貴社名掲載

当コンテスト公式ホームページと、授賞式・セレモニー・作品展で

展示されるパネルに御社名とロゴ（特大）掲載

御社名受賞作品に加え、入賞作品の中から最大２点、主催者から

提供された撮影会の様子の写真を、「広報」と「広告」として

1 年間起用

貴社名のついた賞を新設（審査会で作品を選んでいただきます）

障害児から学ぶダイバーシティ・コミュニケーション研修（90分）

※ 広告としてご利用可能なお写真は各企業でお選びいただけますが、撮影者である高校生から承諾を得た作品に限ります。

※ ダイバーシティ・コミュニケーション研修にご受講いただける最大人数は20名様までです。

パートナープラン②

1
2
3

4

5
6
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カラフルフォトリンピックのロゴの使用

当コンテスト印刷物に貴社名掲載

当コンテスト公式ホームページと、授賞式・セレモニー・作品展で

展示されるパネルに御社名とロゴ（大）掲載

御社名受賞作品に加え、入賞作品の中から最大２点、主催者から

提供された撮影会の様子の写真を、「広報」として1 年間起用

貴社名のついた賞を新設（審査会で作品を選んでいただきます）

障害児から学ぶダイバーシティ・コミュニケーション研修（60分）

※ ダイバーシティ・コミュニケーション研修にご受講いただける最大人数は20名様までです。

パートナープラン③

1
2
3

4

5
6
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パートナープラン④⑤

カラフルフォトリンピックのロゴの使用

当コンテスト印刷物に貴社名掲載

当コンテスト公式ホームページと、授賞式・セレモニー・

作品展で展示されるパネルに御社名とロゴ（中）掲載

金賞作品と、主催者から提供された撮影会の様子の写真を、

「広報」として 1 年間起用

2

4

1

3

カラフルフォトリンピックのロゴの使用

当コンテスト印刷物に貴社名掲載

金賞作品と、主催者から提供された撮影会の様子の写真を、

「広報」として 1 年間起用

2
1

3
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※ 当法人は全役員無報酬で活動しております。

第３回大会予算案

14

項目 金額 備考

謝礼費 603,600 モデル、審査員、ボランティア

外注費 1,220,880 オフィシャル写真、展示業者、デザイン、企画・プロデュース

通信費 200,000 切手、レターパック、携帯通信料

地代家賃 240,240 レンタルストレージ

消耗品費 165,000 撮影小道具、カメラ防水カバー

広告宣伝費 100,000 フライヤー、はがき、名刺印刷

旅費交通費 100,000 

接待交際費 80,000 セレモニー用菓子、賞品、贈答品

支払手数料 70,000 振込手数料、決算代行

租税公課 75,000 国税、印鑑証明書、登記簿謄本

新聞図書費 5,000 

保険 15,000 

未払金 990,000 

合計 3,864,720 



第２回大会パートナー企業様
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皆様のご支援・応援に心より感謝申し上げます。

トップ（100万円）

なし

プレミアム（50万円）

西武信用金庫様

主催（100万円）

東京工芸大学

ゴールド（30万円）

なし

シルバー（10万円）

朔月様 株式会社
倉浜建設様

・
・
・

ブロンズ（5万円）

株式会社グルメパートナーズ様／株式会社

サンキュウ･ウィズ様／東栄信用金庫様／

タヌキカク株式会社様／高橋正晴税理士事

務所様／株式会社シェリアティアラ様／

三京塗装工業株式会社様

協力

撮影会場：和洋学園様

カメラ：GOOPASS株式会社様

賞品：株式会社ワコム様

額装：有限会社レイテック様

作品展会場：イオンモール東久留米様、

ニューコースト新浦安様、

野村不動産コマース株式会社様



教育価値

カラフルフォトリンピックの独自の価値

カラフルフォトリンピックでは、障害児を一人の表現者として尊重しながら関わる体験を重視しています。

高校生は、言葉や知識だけでは理解しきれない「ちがい」と向き合い、戸惑い・発見・喜びを含めた生きた多

様性を体感します。これは教室内では得られない、実践型のダイバーシティ教育です。

社会問題解決

多くの社会貢献活動では、「支援する側／される側」が固定されがちです。しかしカラフルフォトリンピック

では、高校生と障害児がともに「主体」となり、一つの作品をつくり上げます。そのプロセス自体が、偏見や

無理解を溶かし、共に生きる社会のあり方を実体験として示す取り組みです。

企業価値向上

企業はパートナー契約を通じて、単なる社会貢献ではなく、「次世代教育」や「共生社会の実現」に直接関わ

ることができます。また、取り組みの背景や成果を共有することで、従業員の共感やエンゲージメント向上に

もつながります。企業の姿勢そのものが、社内外に伝わる価値創出の機会です。
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障害児との「直接的なふれあい」を通じた、実践型の多様性教育

高校生と障害児が「当事者」として参加する、共創型の社会課題解決

CSRにとどまらない、共感と誇りを生む企業参画
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今後の展望

① 参加者・パートナーの拡大

高校生カメラマンの人数を段階的に増

やし、より多くの方に障害児とのふれ

あいの機会を創出します。あわせて本

取り組みの趣旨に共感するパートナー

企業の拡大を目指します。

② 地方展開と地域連携の強化

首都圏に限らず、地方都市での撮影会

の実施や、作品展開催を通じて多様性

体験の機会を全国に創出します。地方

の自治体・教育機関・地元企業との連

携も視野に入れています。

③ 社会的インパクトの拡大

写真という表現を通じて、障害児一人ひと

りの魅力や価値を可視化し、障害児を「助

けられる存在」ではなく「学びのきっかけ

になる存在」として位置づける新しい視点

を広めています。高校生・企業・地域社会

へと波及させ、多様性理解が「机上の知

識」ではなく「実体験に基づく実感」とし

て根づく社会を目指します。



カラフルフォトリンピックで学んだ最も大切なことは、知らないから偏見

を抱き、誤った情報を信じてしまうということです。こうした交流の機会

が増えれば、障がいの有無に関わらず誰もが暮らしやすい社会につながる

と思います。

第２回 金賞 井本 夏樹さん
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高校生が得た学び

この経験は私にとって、写真の技術だけでなく、人と人とのつながりや、

思いやりの心を育むための貴重な機会となりました。

第２回 銀賞 須藤 友珠希さん

大人になると、知らず知らずのうちに偏見や先入観を持ってしまうことが

ある。障がいの有無で人を分けてしまう社会の現実を思うと、子どもたち

の関わり方は、私たちが忘れてしまった大切なものを思い出させてくれた。

第２回 上田 耕一郎賞 満重 佑真さん

この経験を通して、（中略）障がいについて理解しようとする姿勢が大切

だと思いました。特にそう感じたのは、モデルさんの車いすを階段で運ん

で初めてその重さを知ったときです。これは障がい者の毎日の苦労のほん

のわずかにしか満たさないが、自分から率先してこのコンテストに参加し

て、手伝おうと思わなかったら体験できなかったことだと思います。

第２回 西武信用金庫賞 小林 櫻子さん
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